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十
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法
律
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十
一
号

文
字
・
活
字
文
化
振
興
法

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
文
字
・
活
字
文
化
が
、
人
類
が

長
い
歴
史
の
中
で
蓄
積
し
て
き
た
知
識
及
び
知
恵
の
継

承
及
び
向
上
、
豊
か
な
人
間
性
の

か
ん涵

養
並
び
に
健
全
な

民
主
主
義
の
発
達
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
文
字
・
活
字
文
化
の
振
興
に
関

す
る
基
本
理
念
を
定
め
、
並
び
に
国
及
び
地
方
公
共
団

体
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
文
字
・
活
字

文
化
の
振
興
に
関
す
る
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に

よ
り
、
我
が
国
に
お
け
る
文
字
・
活
字
文
化
の
振
興
に

関
す
る
施
策
の
総
合
的
な
推
進
を
図
り
、
も
っ
て
知
的

で
心
豊
か
な
国
民
生
活
及
び
活
力
あ
る
社
会
の
実
現
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
文
字
・
活
字
文
化
」
と

は
、
活
字
そ
の
他
の
文
字
を
用
い
て
表
現
さ
れ
た
も
の

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
文
章
」
と
い
う
。
）
を
読

み
、
及
び
書
く
こ
と
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
る
精
神
的

な
活
動
、
出
版
活
動
そ
の
他
の
文
章
を
人
に
提
供
す
る

た
め
の
活
動
並
び
に
出
版
物
そ
の
他
の
こ
れ
ら
の
活
動

の
文
化
的
所
産
を
い
う
。

（
基
本
理
念
）

第
三
条
　
文
字
・
活
字
文
化
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
推

進
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
そ
の
自
主
性
を
尊
重
さ
れ

つ
つ
、
生
涯
に
わ
た
り
、
地
域
、
学
校
、
家
庭
そ
の
他

の
様
々
な
場
に
お
い
て
、
居
住
す
る
地
域
、
身
体
的
な

条
件
そ
の
他
の
要
因
に
か
か
わ
ら
ず
、
等
し
く
豊
か
な

文
字
・
活
字
文
化
の
恵
沢
を
享
受
で
き
る
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
文
字
・
活
字
文
化
の
振
興
に
当
た
っ
て
は
、
国
語
が

日
本
文
化
の
基
盤
で
あ
る
こ
と
に
十
分
配
慮
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
文
字
・

活
字
文
化
の
恵
沢
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
そ
の
教
育
の
課
程
の
全
体
を
通
じ
て
、
読

む
力
及
び
書
く
力
並
び
に
こ
れ
ら
の
力
を
基
礎
と
す
る

言
語
に
関
す
る
能
力
（
以
下
「
言
語
力
」
と
い
う
。
）

の
か
ん涵

養
に
十
分
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
の
責
務
）

第
四
条
　
国
は
、
前
条
の
基
本
理
念
（
次
条
に
お
い
て

「
基
本
理
念
」
と
い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、
文
字
・
活
字

文
化
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
策
定
し
、
及

び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

（
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
五
条
　
地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、

国
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
そ
の
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
、
文
字
・
活
字
文
化
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を
策
定

し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

（
関
係
機
関
等
と
の
連
携
強
化
）

第
六
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
文
字
・
活
字
文
化

の
振
興
に
関
す
る
施
策
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、

図
書
館
、
教
育
機
関
そ
の
他
の
関
係
機
関
及
び
民
間
団

体
と
の
連
携
の
強
化
そ
の
他
必
要
な
体
制
の
整
備
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。

（
地
域
に
お
け
る
文
字
・
活
字
文
化
の
振
興
）

第
七
条
　
市
町
村
は
、
図
書
館
奉
仕
に
対
す
る
住
民
の
需

要
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
必
要
な

数
の
公
立
図
書
館
を
設
置
し
、
及
び
適
切
に
配
置
す
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
公
立
図
書
館
が
住
民
に

対
し
て
適
切
な
図
書
館
奉
仕
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
司
書
の
充
実
等
の
人
的
体
制
の
整
備
、
図
書

館
資
料
の
充
実
、
情
報
化
の
推
進
等
の
物
的
条
件
の
整

備
そ
の
他
の
公
立
図
書
館
の
運
営
の
改
善
及
び
向
上
の

た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

３
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
大
学
そ
の
他
の
教
育
機

関
が
行
う
図
書
館
の
一
般
公
衆
へ
の
開
放
、
文
字
・
活

字
文
化
に
係
る
公
開
講
座
の
開
設
そ
の
他
の
地
域
に
お

け
る
文
字
・
活
字
文
化
の
振
興
に
貢
献
す
る
活
動
を
促

進
す
る
た
め
、
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も

の
と
す
る
。

４
　
前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
国
及
び
地
方
公
共

団
体
は
、
地
域
に
お
け
る
文
字
・
活
字
文
化
の
振
興
を

図
る
た
め
、
文
字
・
活
字
文
化
の
振
興
に
資
す
る
活
動

を
行
う
民
間
団
体
の
支
援
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講

ず
る
も
の
と
す
る
。

（
学
校
教
育
に
お
け
る
言
語
力
の

か
ん涵

養
）

第
八
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
学
校
教
育
に
お
い

て
言
語
力
の

か
ん涵

養
が
十
分
に
図
ら
れ
る
よ
う
、
効
果
的

な
手
法
の
普
及
そ
の
他
の
教
育
方
法
の
改
善
の
た
め
に

必
要
な
施
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
教
育
職
員
の
養
成

及
び
研
修
の
内
容
の
充
実
そ
の
他
の
そ
の
資
質
の
向
上

の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
学
校
教
育
に
お
け
る
言

語
力
の

か
ん涵

養
に
資
す
る
環
境
の
整
備
充
実
を
図
る
た

め
、
司
書
教
諭
及
び
学
校
図
書
館
に
関
す
る
業
務
を
担

当
す
る
そ
の
他
の
職
員
の
充
実
等
の
人
的
体
制
の
整

備
、
学
校
図
書
館
の
図
書
館
資
料
の
充
実
及
び
情
報
化

の
推
進
等
の
物
的
条
件
の
整
備
等
に
関
し
必
要
な
施
策

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
文
字
・
活
字
文
化
の
国
際
交
流
）

第
九
条
　
国
は
、
で
き
る
限
り
多
様
な
国
の
文
字
・
活
字

文
化
が
国
民
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
我

が
国
の
文
字
・
活
字
文
化
の
海
外
へ
の
発
信
を
促
進
す

る
た
め
、
我
が
国
に
お
い
て
そ
の
文
化
が
広
く
知
ら
れ

て
い
な
い
外
国
の
出
版
物
の
日
本
語
へ
の
翻
訳
の
支

援
、
日
本
語
の
出
版
物
の
外
国
語
へ
の
翻
訳
の
支
援
そ

の
他
の
文
字
・
活
字
文
化
の
国
際
交
流
を
促
進
す
る
た

め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
学
術
的
出
版
物
の
普
及
）

第
十
条
　
国
は
、
学
術
的
出
版
物
の
普
及
が
一
般
に
困
難

で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
学
術
研
究
の
成
果
に
つ
い

て
の
出
版
の
支
援
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
。

（
文
字
・
活
字
文
化
の
日
）

第
十
一
条
　
国
民
の
間
に
広
く
文
字
・
活
字
文
化
に
つ
い

て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
文

字
・
活
字
文
化
の
日
を
設
け
る
。

２
　
文
字
・
活
字
文
化
の
日
は
、
十
月
二
十
七
日
と
す

る
。

３
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
文
字
・
活
字
文
化
の
日

に
は
、
そ
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
行
事
が
実
施
さ
れ
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
財
政
上
の
措
置
等
）

第
十
二
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
文
字
・
活
字
文

化
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
財

政
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も

の
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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